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抄録：心臓交感神経活'性を反映するとされる'231-ＭIBＧ（metaiodobenzylguanidine）心筋シン

チグラフィーを用いてShy-Drager症候群の心臓交感神経機能の評価を行い，これと心拍変動

など他の自律神経機能との関連について検討した．’231_ＭＩＢＧの心筋への集積は７例中２例で

正常であったが，５例ではび慢性かつ著明に低下，洗い出し率は有意に冗進しており，交感神

経の機能障害を示す所見と考えられた．心拍変動解析ではＬＦ，ＨＦともに全例で低値であっ

た．l231-MIBG心筋シンチグラフイ－は心臓交感神経の中枢を含む遠心路機能障害の指標にな

りうると考えられるが,心拍変動は自律神経の反射弓全体の機能に依存しているとされており，

Shy-Drager症候群をはじめとする自律神経障害を来す疾患において，両検査法を併用するこ

とにより心臓交感神経の病変部の推定が，ある程度可能と考えられた．

（自律神経，３２：384～390,1995）

はじめに

Shy-Drager症候群は，起立性低血圧を中心とした

種々の自律神経障害を主徴とする症候群で'０)，心臓交

感神経機能の異常も推定されている9)12)が，これに関

する十分な検討はなされていない.そこで本研究では，

心臓交感神経機能を反映するとされる1231_MIBＧ

(metaiodobenzylguanidine）心筋シンチグラフィー

(MIBＧ)'3)を用いてShy-Drager症候群の心臓交感神

経機能の評価を行い，これと他の自律神経機能との関

連について検討したので報告する．
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方法と対象

対象（表１）は起立'性低血圧を主症状とするShy‐

Drager症候群７例(男‘性５例，女'性２例，平均年齢６５

歳，以下Ｓ－Ｄ群）であり健常成人５例（男性５例，平

均年齢26歳，以下Ｃ群）を対照とした．全例，病歴，

心電図，胸部Ｘ線，心エコー図所見などから器質的心

疾患の合併は否定された．患者の擢病期間は１年から

５年，平均２．７年であった．１例が経過中介助歩行へ

進行したが，他は独歩可能であった．治療薬として，

１例でL-DOPS，１例でamezinium，suprifenが用い

られていたが，その他の症例は投薬を受けていなかっ

た．７例中錐体外路徴候を５例に，小脳徴候を３例に，

発汗障害，勝眺直腸障害，瞳孔機能障害などの起立'性

低血圧以外の自律神経障害を全例に認めた．

１）心筋シンチグラフィー

心筋シンチグラフィーの撮像は，1231.ＭＩＢＧ静注後
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